
偵向も a)にあげた袋田と多く共布し.重税として建設

する堺に若干の疑問が感じられる｡ e)地紋谷.下北は

互いに近い取舵にあるが,肌者は沿河原に,また筏者は

Dl稔とのm緑開拓を認める印ができる｡ f)57校は他の

北田と比較的遠い位!刑こあり.閑雅的な慣向が現われて

いる｡歴史的に変異の独自性を巡行させるに足る隔離の

糊湖があったと推測される｡

香春岳におけるニホンザJL,野生群の生態学的

研究

池田 啓 ･江口和洋 ･土肥昭夫

(九大･理)

これまで出産期的の4月と出産後の9月に調査を突放

していたが,1976年は9月に2週間の調査をおこなっ

た｡調査方法はこれまでと同様にfEf接放熱 こよった｡

1) 個 体 数

9月22円と26日にほは全群のカウントがおこなえた｡

9月26日のカウソトについて記しておくと,A83,YA

82.A♀8.4才1,3才2,2才1,1才7,Baby5

で総数29頭であった｡捕控直後の1974年3月に16頭を数

えていたA♀は1975年9月には10男穴さらに本調査では8

頭に減少している｡聞き込みでは2ノ后山滋の神官院周

辺に住みついている-ナレザル5B7tが1975年10月に役場

によって射殺されている｡ このうち 2頭が群れのサル

(A??)である可他姓が強い｡1975,76年とも♀当り

出生率が0.80.0.63と請いにもかかわらず個件数の榊加

がみられないのはA字の減少に起因しているものと思わ

れる｡

2)遊 動

群れの迎現した追跡は9月18日から26日までおこなえ

たが.群れとの接触が悶班でこの期fW中でも見失しなう

ことがしばしばであった｡9月18日に2ノ岳東斜面で群

れを発見し,20･22･23･24･25日は2ノ岳東斜面に泊

り,21･26は1ノ岳の東斜面を泊り場とした｡遊動は1

ノ岳.2ノ岳の東斜面を南北に1.2kmの範囲に限られて

いた｡ 1日当りの遊動距離は平均720mであった｡また

平行しておこなった聞き込み調査で,群れは香春岳北部

の後入道まで遊動していないことが 明らかになってい

る｡これらのことから本年も昨年と同様に,群れの遊動

域は香春応とその近隣地区であり,その中でもある一鬼

地域を数口関連税して酔 い的に利用しているものと瓜わ

れる｡

r香春岳における野生=ホソザルの生態｣
池田 啓 ･江口和洋･土肥昭夫

弟24回日本生態学会大会

1972年から1976年までの調査結只をとりまとめて報

告｡1973年より共同利用研究｡

紀伊半島 (特に和歌山県)における野生ニホ ,

ンザルの分布単的研究

前川 慎吾 (海南高校)

昭和49年度の調光で充分調査できなかったB地域 (日

花 ･西中姿の押掛 出城),並びにD地域 (大塔山系) の

補充調査と現在蛇托されつつある地域での群れの変動を

目的として,調盤を3佃 したが.結果的には,補充調査

に時間を費やすこととなった.

B地域については.日柘花川では央山村.屯神村が西

牟婁都側では,中辺路町.本宮町が,閃韮対象となった.

日高都側では計9群の生息が新たに確認でき,うち3群

那,都城に沿って連続分布していることが判明した｡四

中央部側では中辺路町において7群.lR中井郡本宮町に

おいて1群の生息が明らかにより.肌回の調査で既に確

認できているものと合わせて.計13打が.郡塊並びに奈

良県との爪矧 こ沿.>てRl!況して分布していることが明ら

かになった｡

D地域においては,四中井耶中辺路町.大杯村,すさ

み町,末年荘郡本宮町,絹野川町.75-路川町,群智勝浦

町が調査の対象となった｡この他城で生息が確認できた

群は.前回の調査をも含めて計46坪,大塔山を中心に,

iJS中,連続して分布していることが明らかとなった｡D

地域とは多少はずれ.独立して分布する郡が.東西両群

で14群,上越の群と合わせて.nt四両郡内だけで行動域.

大体の pOpulationも確認できた郡は合計67群というこ

とになり.肌回の刑五時の推定をはるかに上回ることに

なった｡

この分布図 (行動城)を,和歌山県の植生図と照合し

てみると.各郡の行動城の大部分は松林 (スギ,ヒノキ)

で占められ,r_l然林 (二次林)は行動域の一部にしか見

られないことに/;J<tがついた｡このことは,これまでのニ

ホンザルの生息環fBの概念から大きく,かけはなれた事

である｡粗的すれば和歌山県のニホソザルは余程,うま

く針薬樹林を利用して生活していることになる｡次の課

REば,何群かをサソプ/レとして,群れの針葉樹林 (植

林)の利用状況の解明であると思う｡

箱根地域個体群の社会構造

福田 貞夫 (マカタ研究会)

田 中 進 (同 上)

現在箱根では唯一の餌付け群となったT郡にJ.焦点をあ

て.各群れの性,年令m成の年次変化,サブ〆/I,-ビ'/

〆,オスグルーブの11線.及び地域個体群内の個体の移

動等の面から箱般地域個休郡の榊迫の解明を訳みた｡

箱取にはT･P_1･P_‡･S･H･Kl)の5群とN｡.D一の
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